
ル
件
」
の
通
牒
を
発
し
、
翌
十
四
年
よ
り
そ
の
恒
久
化
を
進
め
た
。
本
校
で
も

⑦
 

の
杜
に
立
籠
め
て
ゐ
る
（
｛
島
箕
は
芝
田
校
長

〔写
真
省
略
〕
）

（
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
五
日
『
東
京
毎
夕
新
聞
』）

し
か
し
、
解
決
に
至
ら
ず
、
左
記
の
正
木
直
彦
の
『
十
三
松
堂
日
記
』
の
記

述
が
示
す
よ
う
に
、
内
密
の
教
授
候
補
者
選
ぴ
が
行
わ
れ
た
り
し
た
も
の
の
、

進
展
は
な
く
、
結
局
こ
の
問
題
は
昭
和
十
九
年
の
大
改
革
の
要
因
と
し
て
潜
伏

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

〔
昭
和
十
二
年
〕

六
月
二
十
一
日
…
…
夜
矢
澤
弦
月
吉
村
忠
夫
雨
人
来
り
て
褻
術
院
の
事
學

校
改
革
の
世
評
な
と
に
つ
き
て
堅
念
に
堪
へ
す
と
學
校
の
近
況
を
話
す

美
術
學
校
出
身
者
の
踪
々
た
る
人
々
に
て
東
皐
會
を
結
成
せ
る
こ
と
の
報

告
を
為
し
た
り

九
月
十
日
…
…
夜
吉
村
忠
夫
束
訪

美
術
學
校
長
芝
田
氏
鏑
木
浦
方
氏
を

訪
ひ
美
術
學
校
数
育
の
事
に
付
き
慈
見
を
徽
さ
れ
た
り
而
し
て
吉
村
氏

を
召
致
し
て
此
事
を
話
し
吉
村
氏
に
し
て
余
を
助
け
る
な
ら
は
芝
田
氏
の

惹
見
に
随
ふ
て
も
よ
い
尚
安
田
鞍
彦
氏
受
諾
す
る
な
ら
は
自
分
は
喜
ん

十
一
月
十
七
日
…
…
松
岡
映
丘
氏
束
訪

改
革
に
付
き
意
見
を
述
へ
ら
れ
た
り

集
団
勤
労
作
業
の
始
ま
り

文
展
開
會
後
の
朕
勢

昭
和
十
三
年
六
月
九
日
、
文
部
省
は
「
集
団
的
勤
労
作
業
運
動
実
施
二
関
ス

美
術
學
校

て
就
職
す
へ
し
と
い
ひ
た
り
と
内
密
の
話
な
れ
と
申
上
置
く
と
い
へ
り
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第
一
日

一
、
國
旗
掲
揚

一、
國
歌
合
唱

―-
、
宮
城
遥
拝

こ
れ
に
基
づ
い
て
昭
和
十
三
年
の
夏
季
休
業
前
に
集
団
勤
労
作
業
が
実
施
さ

れ
た
。
関
連
文
書
を
左
に
掲
げ
る
。

過
般
文
部
省
ョ
リ
今
夏
季
休
業
中
ノ
前
後
二
於
テ
凡
五
日
問
職
員
生
徒
一

盟
ト
ナ
リ
集
園
勤
労
作
業
質
施
ス
ベ
キ
旨
ノ
通
牒
二
基
キ
去
ル
五
日
主
任

理
事
會
ヲ
開
催
、
ン
之
ガ
宜
施
事
項
二
就
キ
協
議
致
｀
ソ
候
慮
別
紙
要
項
ノ
通

リ
決
定
来
ル

七
月
十

一
日
ョ
リ
宜
施
ス
ル
コ
ト
、
相
成
リ
候
二
付
御
参

加
相
煩
｀
ン
度
此
段
及
通
知
候
也
。

追
テ
職
員
ハ
五
日
間
毎
日
御
出
勤
相
成
度
別
表
二
割
営
ナ
キ
日
ニ
ハ

本
部
付
ト
シ
随
時
各
般
ノ
作
業
ヲ
御
分
檻
相
願
度
申
添
候

昭
和
十
三
年
七
月
九
日

東
京
美
術
學
校

東
京
美
術
學
校
集
園
勤
努
作
業
宜
施
要
項

自
昭
和
十
三
年
七
月
十
一
日
五
日
間

期

間

至

同

十

五

日

七
月
十
一
日
（
月
曜
日
）
（
午
前
七
時
三
十
分
校
庭
梨
合
）

四
、
伊
勢
紳
宮
遥
拝

五
、
校
長
訓
話

六
、
ラ
ヂ
オ
儒
操

七
、
作
業
二
就
テ
班
別
編
成
其
ノ
他
指
示
事
項

職
員
御
中

八
、
作
業
…
…

解
散

終
り

（
自
午
前
八
時
三
十
分
）

至
同
十
一
時
三
十
分

九
、
國
旗
降
下
（
校
庭
集
合
）

第
二
日
七
月
十
二
日
（
火
曜
日
）
（
午
前
七
時
三
十
分
校
庭
集
合
）

一
、
國
旗
掲
揚

二
、
宮
城
遥
拝

三
、
伊
勢
神
宮
遥
拝

四
、
ラ
ヂ
オ
盟
操

五
、
校
歌
合
唱

（
自
午
前
八
時
）

至
同
十
一
時
―――
十
分

六
、
作
業
…
…

七
、
國
旗
降
下
（
校
庭
集
合
）

盲
―
日
二
同
ジ

第
三
日
七
月
十
三
日
（
水
曜
日
）

第
四
日
七
月
十
四
日
（
木
曜
日
）

第
五
日
七
月
十
五
日
（
金
曜
日
）
（
午
前
七
時
三
十
分
校
庭
集
合
）

一
、
園
旗
掲
揚

二
、
宮
城
遥
拝

三
、
伊
勢
神
宮
遥
拝

四
、
ラ
ヂ
オ
盟
操

五
、
校
歌
合
唱

六
、
作
業
…
…

（
自
午
前
八
時
）

至
同
十
一
時
三
十
分

七
、
國
旗
降
下
（
校
庭
集
合
）

八
、
校
長
挨
拶

九
、
萬
歳
三
唱

作
業
質
施
二
就
テ
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八
、
最
後
ノ
作
業
終
了
時
ハ
電
鈴
ヲ
以
テ
報
ス
ヘ
シ

（「特
殊
文
書
綴
咤
初
」
各
班
区
分
表
は
省
略
）

か
く
て
、
校
内
清
掃
程
度
の
軽
作
業
か
ら
始
ま
っ
た
集
団
勤
労
作
業
で
あ
っ

た
が
、
翌
十
四
年
（
七
月
五
日

S
九
日
）
の
場
合
は
生
徒
に
対
し
て
「
コ
ノ
勤

傍
作
業
ハ
文
部
省
ノ
方
針
二
基
キ
出
鋏
貼
椋
等
正
科
二
準
シ
テ
行
フ
モ
ノ
ト

ス
」
と
い
う
強
制
的
指
示
が
な
さ
れ
、
勤
労
場
所
も
校
内
で
な
く
、
東
京
市
興

亜
勤
労
訓
練
所
（
京
王
電
車
仙
川
下
車
）
と
調
布
飛
行
場
建
設
地
（
京
王
電
車

上
石
原
下
車
）
と
の
ニ
カ
所
と
な
り
、
前
者
に
は
一
泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
教
官
と
生
徒
は
教
練
服
、
巻
き
ゲ
ー
ト
ル
、
古
靴
ま
た
は
地
下
足
袋

を
着
装
し
て
水
筒
、
弁
当
持
参
で
早
朝
に
京
王
電
車
新
宿
駅
に
集
合
し
て
目
的

地
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

師
ハ
本
部
附
ト
ス

一
、
服
装
ハ
作
業
服
及
巻
脚
眸
ト
シ
地
下
足
袋
（
又
ハ
靴
）
ヲ
穿
ッ
コ
ト

二
、
班
長
ハ
作
業
終
ラ
バ
班
員
ヲ
運
動
場
へ
誘
尊
、
ソ
解
散
後
出
席
人
名
ヲ
本

部
二
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

三
、
掠
任
謳
域
ハ
多
少
廣
狭
ア
リ
ト
雖
互
二
連
絡
協
調
｀
ソ
迫
淵
ナ
キ
ヲ
期
ス

ル
コ
ト

四
、
校
庭
消
掃
班
ニ
ハ
鎌
、
熊
手
、
第
、
パ
イ
ス
ケ
、
花
粗
班
ニ
ハ
鍬
、
シ

ヤ
ベ
ル

、
鎌
、
細
、
室
内
清
掃
班
ニ
ハ
ハ
タ
キ
、
審
、
馬
穴
、
塵
取
、

雑
布
等
ヲ
會
計
掛
ョ
リ
受
領
シ
作
業
終
ラ
バ
直
チ
ニ
返
納
ス
ベ
シ

五
、
作
業
中
ハ
特
二
不
規
律
二
渉
ラ
ザ
ル
様
特
二
注
惹
セ
ラ
レ
タ
、
ソ

六
、
作
業
中
負
傷
、
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
本
部
二
出
頭
、
ン
手
営
ヲ
受
ク
ル
コ
ト

七
、
本
部
ハ
校
長
室
ト
シ
岡
田
数
授
藤
島
教
授
六
角
数
授
野
口
赦
授
大
澤
諧

と
こ
ろ
で
、
昭
和
十
年
代
の
木
校
生
の
学
生
生
活
を
軽
妙
な
漫
画
と
文
で
緩

っ
た
恰
好
の
資
料
と
し
て
権
田
竜
太
郎
著
『
振
り
か
え
っ
て
み
る
と
』
（
平
成

六
年
。
私
家
版
）
が
あ
る
。
権
田
は
昭
和
十
三
年
本
校
に
入
学
し
、
彫
刻
科
塑

造
部
を
同
十
八
年
九
月
に
卒
業
し
た
。
勤
労
作
業
に
関
す
る
部
分
を
引
用
す

る。

こ
つ
ぶ
の
握
り
め
し
天
プ
ラ

「
勤
労
奉
仕
」
と
い
う
仕
事
が
始
っ
て
間
も
な
い
頃
、
上
野
公
園
の
清
掃
奉

仕
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
科
学
博
物
館
前
の
広
場
に
集
合
。
開
始
す
る
と
人
員

大
部
分
は
山
を
下
り
て
、
水
藤
あ
た
り
へ
も
ぐ
り
こ

休
憩
の
時
間
に
誰
か
ゞ
「
握
り
め
し
弁
当
」
の
つ
4

み
を
開
い
た
。
中
に

は
珍
ら
し
く
。ヒ
ン
ボ
ソ
玉
ほ
ど
の
小
さ
な
に
ぎ
り
め
し
…
…
が
い
っ

。はい・・・

．．．
 し
か
も
油
で
掲
げ
て
あ
る
。
好
奇
の
目
が
集
中
す
る
…
…
。
つ
ま
む
と
ボ

ロ
／
＼
と
く
ず
れ
て
し
ま
う
が
空
腹
な
の
で
う
ま
く
、
た
ち
ま
ち
売
切
れ
…

お
湯
の
係
ど
こ
へ
い
っ
た
？

三
屈
天
文
台
の
近
く
の
雑
木
林
を
開
墾
し
て
、
飛
行
場
を
作
る
と
い
う
。

立
ち
木
は
伐
採
さ
れ
て
、
大

・
小
さ
ま
ざ
ま
な
根
っ
子
が
の
こ
っ
て
い
る
。

そ
の
根
っ
子
の
掘
り
出
し
作
業
の
た
め
に
か
り
出
さ
れ
た
。

メ
ー
ト
ル

我
々
が
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
る
五
十
米
ぐ
ら
い
先
の
方
に
、
う
す
青

い
服
を
き
た
囚
人
の
一
群
が
、
銃
を
も
っ
た
監
視
官
に
か
こ
ま
れ
て
無
言
で

同
じ
仕
事
を
し
て
い
た
。

湯
茶
係
の
小
生
ら
三
人
が
、
作
業
か
ら
離
れ
て
、
事
務
所
ヘ
ヤ
カ
ン
に
お

ん
だ
ら
し
い
。

は
め
っ
き
り
小
人
数
？
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一
日
の
仕
事
が
終
る
と
全
員
集
合
で
陸
軍
少
将
が
講
評
を
し
た
が
美
校
グ

ル
ー
プ
は
一
度
も
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

て
い
る
。

と
し
て
も
あ
ま
り
い
い
客
と
し
て
歓
迎
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
な

コ
ー
ヒ

ー
一
杯
で
ネ
オ
ン
が
光
り
出
す
ま
で
ね
ば
ら
れ
た

の
で
は
伊
勢
丹

よ
ご
れ
て
気
が
ひ
け
る

に
東
京
美
術
學
校
を
訪
間
、
日
本
美
術
赦
育
の
宜
俯
を
見
學
、
つ
ゞ

い
て
午

湯
を
取
り
に
き
た
時
、
一
天
俄
か
に
か
き
く
も
っ
て
、
物
す
ご
い
大
夕
立
と

な
っ
た
。
あ
わ
て
て
近
く
の
コ
ン
ク
リ
の
ド
カ
ン
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
雨
の

勢
い
は
さ
っ
ば
り
お
と
ろ
え
ぬ
。
た
い
く
つ
ま
ぎ
れ
に
唄
い
出
し
た
。
チ
ャ

カ
ホ
イ
節
や
ョ
カ
チ
ン
等
々
。
ト
ナ
リ
の
ド
カ
ン
に
「
従
三
位
」
の
校
長
閣

下
が
も
ぐ
り
こ
ん
で
る
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
…
…
。

い
や
な
客
ど
も

一
日
の
勤
労
奉
仕
作
業
（
三
鷹
飛
行
場
造
り
の
整
地
）
が
終
る
と
汗
と
ド

ロ
ま
み
れ
の
ま
4

で
京
王
電
車
に
と
び
の
っ
て
新
宿
へ
も
ど
り
、
伊
勢
丹
の

屋
上

へ
直
行
す
る
。
屋
上
の
ビ
ヤ
ホ

ー
ル
も
夕
方
だ
と
喫
茶
も
で
き
る

第
一
の
目
的
は
、
こ
こ
の
つ
め
た
い
タ
オ
ル
で
汗
だ
ら
け
の
額
や
腕
な
ど

を
ふ
く
た
め
だ
。
何
と
も
気
分
爽
快
…
…
然
し
キ
レ
イ
ナ
タ
オ
ル
も
か
な
り

勤
労
奉
仕
（
皇
居
前
広
場
の
整
備
作
業
当
時
…
•
•

•
宮
城
と
呼
ん
だ
）

力
士
の
団
体
、
宗
教
の
団
体
そ
の
他
多
く
の
団
体
に
ま
じ
っ
て
、
我
々
美

校
で
も
作
業
に
参
加
し
た
。

ガ
ッ
チ
リ
し
た
大
八
車
へ
石
垣
用
の
ゴ
ツ
ゴ
ッ
し
た
石
の
カ
タ

マ
リ
を
の

せ
て
、
警
視
庁
の
方
迄
運
ぶ
重
い
作
業
だ
。
車
に
山
の
よ
う
に
積
ん
で
運
ぶ

グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
た
っ
た
―
つ
の
石
を
五
、
六
人
で
一
台
の
車
、
カ
ケ
声

と
ス
ビ
ー
ド
だ
け
が
派
手
な
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
石
コ
ロ
が
車
の
上
で
お
ど

っ

⑧

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ

ー
ゲ
ン
ト
来
校

昭
和
十

一
年
十

一
月
二
十
五
日
に
日
独
防
共
協
定
が
調
印
さ
れ
て
以
来
、
日

独
両
国
は
急
速
に
協
調
を
深
め
た
が
、
文
化
的
協
調
運
動
の

一
環
と
し
て

ヒ
ッ

ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
が
来
日
し
、

一
行
は
昭
和
十
――一年
九
月
二
十
七
日
に
本

校
や
東
京
音
楽
学
校
を
訪
れ
た
。
当
日
の
様
子
を
翌
二
十
八
日
付

『万
朝
報
』

は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー

ユ
ー
ゲ
ソ
ト

廿
六
日
鎌
倉
、
箱
根
方
面
か
ら
蹄
京
し
た
ヒ
ッ

ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
一
行

は
廿
七
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
東
京
中
央
卸
市
場
を
見
學
、

昨
日
は
美
術
音
楽
の
粋
に
燭
れ
る

つ
い
で
上
野

後
は
二
時
か
ら
上
野
東
京
府
美
術
館
に
目
下
開
催
中
の
院
展
を
見
學
、
日
本

他
統
の
深
遠
幽
玄
の
給
盟
美
に
陶
酔
一
時
間
の
見
物
の
後
三
時
か
ら
東
京
音

架
學
校
の
歓
迎
演
奏
會
に
臨
ん
だ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
一
部
邦
楽
観
世
左
近

さ
ん
の
船
辮
慶
、
宮
城
逍
雄
さ
ん
の
う
て
や
鼓
、
或
は
長
唄
越
後
獅
子
等
を

聞
き
更
に
第
二
部
洋
架
で
は
―音
楽
學
校
生
徒
の
獨
逸
園
歌
、
ナ

チ
ス
の
歌
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
歓
迎
の
歌
の
合
唱
が
あ
り
祖
図
の
歌
の
響
き
に

ヒ
ッ
ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
も
共
に
唱
和
、
＿音
楽
に
結
ば
れ
た
強
い
日
獨
交

騨
風
景
を
描
き
出
し
、
更
に
愛
國
行
進
曲
、
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作
曲
蒲
撒
曲
等

の
合
唱
演
奏
が
あ
り
最
後
に
君
が
代
が
厳
か
に
齊
唱
さ
れ
て
歓
迎
演
奏
會
を

閉
ぢ
た
、

夜
は
午
後
六
時
よ
り
オ
ッ
ト
ー
獨
逸
大
使
の
招
待
晩
餐
會
に
臨
ん

で
祖
國
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
た
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